原発提言パネル（セリフ）
①（パネル①　救援・復興は被災者を主人公に）

　東日本大震災、福島原発事故から４ヶ月以上もたちました。被災地のことを思うと心が痛みます。原発事故は広がる一方、復興への道もまだまだです。日本共産党は震災のその日から街頭でも救援募金に立ち、三重県で約７００万円、全国から６億７０００万円もの募金をお寄せいただきました。ありがとうございます。日本共産党は志位委員長を先頭に、この義援金を被災地の３県や８２の市町村、６８の農協・漁協など、実に１５０もの所にお届けし、要望も聞いて、その生の声を菅総理にも提案、国会質問でも取り上げてきました。
鉄道や公立病院への補助、浜岡原発の廃止など、多くの願いが実現の見通しです、阪神淡路の震災で、ねばり強く運動し、住宅再建の個人補償制度をつくらせたことが今、東日本大震災に生きています。救援も復興も被災者が主人公で進めるべきです。魚場に株式会社が入って、地元の経済を壊すことは許せません、東日本の運動は「国民本位の新しい経済ルール」をつくることに繋がります。

②（パネル②　三重県からも被災地に）

　日本共産党は被災地の党組織はもちろん、全国から被災地にボランティアを派遣しています。三重県は、宮城県の名取市、岩沼市、亘理町、山元町を担当し、がれきの撤去、畑に堆積したヘドロの泥だし、救援物資の無料バザー、被災者の方々のご要望をお聞きする活動をし、すでに数回、２０名以上を派遣。現地の方々から大変喜ばれています。復興まで被災地と心一つに取り組みます。

③（パネル③　３５年前から原発の危険性を指摘）

　日本共産党は不破哲三元委員長が、３５年前から国会で、原発の危険性を繰り返し質問したことにふれて、先日「科学の目で原発問題を考える」と題して講演。これを「しんぶん赤旗」に発表するとすぐに毎日新聞をはじめ、週刊誌でも絶賛。テレビでも「みのもんた」さんが「わかりやすい」と紹介、テレビのＢＳイレブンにも志位さんや不破さんが単独インタビューに出演するなど、静かなブームを巻き起こしています。
　日本共産党は震災直後から２回の提言を発表、このほど「原発からのすみやかな撤退、自然エネルギーの本格的導入を」という提言を発表し原発ゼロへ国民的討論を呼びかけています。

④（パネル④　三重県の原発をつくらせない半世紀の闘い）

　１９６３年に中部電力が、三重県の紀勢・南島の芦浜、紀伊長島の城ヶ浜、海山の大白浜の３箇所への原発の立地の動きが明らかになり、さらに１９７１年には、熊野の井内浦への原発立地の動きが明らかになりました。この動きに対して、関係地区の地元漁民を先頭にした、日本共産党と住民のみなさんとで、原発反対に命をかけた取り組みが行われ、今まで原発を三重県に作らせませんでした。立地の動きがあった４箇所の場所を紹介します。
⑤（パネル⑤　三重県の闘いの赤旗や、各種ビラなど）

１９６４年に海山で開かれ、１６００名が集まった「原発反対２・１６海山集会」などを紹介している赤旗号外や、闘いの中でのビラなどを紹介します。
最近では、１９９６年に、８１万人の署名を知事に提出して、知事が白紙撤回を表明せざるまで追い込んだ芦浜の闘いや、２００１年に住民投票で原発ノーの意志を明らかにした海山町の闘いなどが上げられます。

⑥（パネル⑥　福島原発が明らかにしたもの）

　では、原発ゼロへの提言の中身を見てみましょう。まず第一は福島原発が明らかにしたものは何かということです。

《死の灰はどこまでも広がる》

　「死の灰」が流れて行き、あるいは死の灰を被ったワラをエサにしたことで、肉牛が出荷停止になりました。子どもたちもこの暑いのに、放射能汚染のため運動場では遊べません。食べ物も、空気も海も、土も、被害は拡大するばかりです。

《将来も命の危険が》

　放射能は、すぐに病気にならなくても、汚染されれば将来発病する危険があります。青年や子どもたちの将来が心配です。２５年も前のチェルノブイリ事故でも発病は今も続いています。

《町がまるごとなくなる》

　福島でも１２市町村で１０万人が避難し、帰れる見通しがなければ町ごとなくなる危険も心配されています。

⑦（パネル⑦　原発は未完成で危険）

・核エネルギーはもともと軍事用に開発され、安全対策そっちのけで実用化されました。

　１９３８年　核エネルギーの発見

　１９４５年　アメリカ　最初の核実験に成功　実験的に広島と長崎に投下

　１９５４年　アメリカの原子力潜水艦進水

・原発は膨大な「死の灰」を生み出しますが、それを処理する技術は今のところありません。

　１００万キロワットの原発は１年間で広島型原爆１０００発以上の「死の灰」を生み出します。

・３０年間に３つの重大事故を起こした原発

　１９７９年　スリーマイル島原発

　１９８６年　チェルノブイリ原発

　２０１１年　福島原発

・原子炉は運転中も中止後も冷やし続けなければ放射能が発生します。

　福島原発でも、すぐに海水で冷やせばよかったのに、海水をかければ廃炉になるので東電は儲けのために、海水をかけるのをためらいました。人の命より儲けが大事という、大企業の体質をむき出しにした初動の遅れが事故をいっそう深刻なものにしたのです。

⑧（パネル⑧　核ゴミ列島）

・使用済み核燃料を後始末する方法もありません。トイレなきマンションです。

　敷地内にある燃えカスを冷やすプールはすでに満杯。福島原発はあと２年しか燃えカスを始末できません。福井にある関西電力の原発は５～６年で一杯です。
⑨（パネル⑨　活断層の上に原発が）

この地図をみてください。この赤いシワが震源になる活断層です。地震の危険がいっぱいです。どこにも安全な場所はありません。福島原発も政府は地震３カ月前に震度６以上の地震は起こらないと断言していました。震災の後、地震予知連絡会の会長や元会長は「これまでの考えを変えなければいけない」「絶対大丈夫とは絶対言えない」と述べています。世界では地震帯には原発は設置されていません。本当に日本は異常です。

⑩（パネル⑩　国際条約に違反　安全神話）

　スリーマイルとチェルノブイリの２つの重大事故の後、国際原子力機関は「原発の安全原則」を各国に勧告、その後「国際条約」も結ばれましたが、日本政府は「日本は安全だから」と勧告や条例違反を続けてきました。こうした安全神話をふりまくのに、関西電力など電力１０社はこの１０年だけでも９３１６億円の広告費を使い、政府も毎年６０億円も税金を使って、小学生の原発見学やパンフッレトも作成してきました。そして極めつけは九州電力のやらせメール。会社幹部は「共産党と赤旗にやられた」とくやしがっていますが、危険な玄海原発の再稼動をくいとめました。
⑪（パネル⑪　原発で政・財・官の癒着）

　どんなに安全対策をしても「絶対安全な原発」はありません。では、なぜこれほどまでに原発にしがみつくのか。その根っこには、アメリカと財界言いなりの日本政治の「２つの異常」があります。もともと原発は、アメリカが日本におしつけてきたもので、原料のウランの７３％はアメリカから輸入。原子炉の製造もアメリカの２社が独占しています。

　電力会社を監督する資源エネルギー庁の官僚が電力会社に天下り。そして電力会社が政治献金で、自民党の国会議員を送り出す。民主党も電力会社の労働組合からお金も票ももらっています。そして仕事を請け負う鉄鋼やゼネコン各社など、金でつながる原発利益共同体です。
　この共同体が原発を増やす計画を応援し、お互いの利益のために「安全神話」と原発にしがみついているのです。今大切なのは、この共同体にメスをいれること、原発と日本社会が共存できるのかを真剣に考え、原発ゼロの道に進むことです。
⑫（パネル⑫　今こそ、原発からの撤退の政治的決断を）

　そしたらどうして原発ゼロにするのかという提案です。

・第一は、政府が原発からの撤退を決断することです。

・日本共産党は５～１０年以内の原発ゼロを提案しています。このパネルのように３つの分類に入るものは廃炉にし、永久停止します。

（１）危険なもの・・・福島原発、地震の震源の真上にある浜岡原発、猛毒のプルサーマル・福井県にある「もんじゅ」などです。

（２）老朽化したもの・・・４０年以上３基、３０年～３９年１６基
（３）住民合意のないもの

　　　　　　福井県知事・・・電力供給と安全は両天秤にかけられない。

　　　　　　　　　　　　　　運転停止中の６基の再稼動はみとめられない。

　　　　　　佐賀県知事・・・停止中のものについて再開の判断はできない。

　　　　　　島根県知事・・・プルサーマル計画の再検討を。

　　　　　　静岡県湖西市長・・・原発からの撤退を市長会に提案。

・事故の危険を最小限にするために、規制機関を政府の下請けでなく独立したものに。

⑬（パネル⑬　原発なくしても大丈夫？）

　原発をなくしても心配はありません。自然エネルギーは十分あります。

・日本にある太陽光・中小水力・地熱・風力の自然エネルギーは、日本の総電力の１０倍、原発５４基の４０倍

・エネルギー浪費型社会からの転換を・・・工場の２４時間操業や、コンビニ・スーパーなどの２４時間営業をやめれば、エネルギーも節約、家族の団欒も取り戻せます。

⑭（パネル⑭　原発ゼロに大きな流れを）

・パネルをご覧ください。国民の８２％は徐々に原発を廃止することを望んでいます。

・７月２日には、原発ゼロへ女優の市原悦子さんら１０人の呼びかけで、東京の明治公園で２万人の大集会が開かれました。また７月２４日には、「浜岡原発の永久停止・廃炉を求める静岡県大集会」が、静岡、愛知、長野、岐阜、神奈川、三重などから約５０００人が参加して大きな成功でした。

⑮（パネル⑮　原発撤退　欧州で勢い）

・世界は原発ゼロの時代に入りました。イタリアは国民投票で原発反対が９５％。ドイツは２０２２年までに原発から撤退を決断。スイスは２０３４年までに原発を廃止。オランダでも原発撤退の動きです。
⑯（パネル⑯　国民が主人公の新しい日本）

　東日本大震災と福島原発事故は国難とも言われる大事故です。この大事故を被災者本位で解決すれば新しい時代が開けます。日本共産党はアメリカにも財界にもキッパリ、モノがいえる党として、被災地と心一つに、救援・復興・原発ゼロへ頑張ります。

　これは日本共産党がみなさんとともに新しい社会をつくる「綱領」と同じです。

　原発推進をすすめた自民・公明・民主。そして今、何の反省もなく、被災地の苦しみを利用して「菅おろしで権力争いに明け暮れる」こんな政治でよいのか。みんな考え始めています。どうか、子どもたちや孫たちに、安全・安心の社会を残せるように、今こそ、日本共産党の力を大きくしてください。あなたも、ぜひ日本共産党にお入りいただき、ご一緒に「国民が主人公の新しい日本」を作ろうではありませんか。

⑰（パネル⑰　だれでもできる党員の４つの大切）

　それでは日本共産党に入って何をするのか。ご心配はありません。自分の苦しみもその根っこは社会の仕組みにあります。新しい日本をつくる「あったかな人間集団」それが日本共産党です。党員にとっても大切な４つのことはパネルをごらんください。
このパネルも、話の中身も、みんな赤旗新聞をもとにして作りました。毎日発行する日刊の赤旗新聞をぜひご購読ください。長い間、お付き合いいただきありがとうございました。　
